
十

月

例

会

御

案寺

○

御

案

内

日

十

二

月
九

日

(
月

)

十

一
時

半

よ

り

入

館

可

、

講

題

台

湾

の
最

近

の

実

態

・
実

情

に

つ

い

て

講

師

浅

野

和

生

先

生

訪

ね

て

お

り

ま

し

た

し

、

私

も

、

弔

意

金

を

支

払

う

下

調

査

の

た

め

、

昭

和

六

十

年

前

後

、

そ

の
時

に

、

当

時

「
高

砂

族

」

と

聞

か

れ

涙

が

出

た

。

そ

の
後

、

そ

れ

に

つ
け

て
、

韓

国

と

も

親

し

く

付

き

合

っ
た

が

、

渦

巻

い

て

い

る

。

そ

う

し

た

面

か

ら

も

、

月

に

、

代 内

(
昭
和

五
十

七
年

以

降

通
算
第

三
九

二
回

)

 

を

刷

新

す

る

会

 

正
午

～
午

後

二
時
半

参

議

院
議

員
会

館

地

下

一
階

一
〇
八
会

議

室

来
年

一
月

の
台

湾

総
統

選
挙

は
ど

う
な

る

!

(
平
成

国
際

大
学

教

授

・
法
学

博
士

、
台

湾

研
究

家

、
台
湾

に
関

す

る
著
書

多

数
)

◎

当

団
体

の
初
代

会
長

.
岸

信
介

元

総

理
が
、

当
時

の
蒋

介

石
総

統

と
親

し

く
、

年

に

一
度

は

戦
時

中

に
戦

死
ま

た

は
戦
病

死
し

た

三
万
人

を

越
す

台
湾

籍

日
本
兵

の
御

遺

族

へ

何

度

も
台

湾

の
山

岳
部

族
を

訪

ね

て
険

し

い
山

へ
入

っ
た
。

と
呼

ば

れ
た

山
岳
部

族

の
方

々
か
ら

「
い
ま
、

内
地

は

ど
う

な

っ
て

い
ま
す

か

」

日
本

国
会

で
議

員

立
法

が
成

立
し

、

一
人

二
百

万
円

の
弔
意

金

が
支

払

わ
れ

た
。

親
し

く
し

た
方

が

亡
く

な
ら

れ

た
今

の
韓

国

は
、

反

日
が

台

湾

の
方

々

の
こ
と

は
忘

れ

て
は

な
ら

な

い
と

思
う

。
台

湾

で
は
来

年

一

親

日
派

と
親

中
派

の
総

統

立
候

補
者

の
選
挙

が
あ

る
。

私
も

こ

の
十

五
年

、
台

湾

に
行

っ
て
い
な

い
の

で
、

台

湾

研
究

家

で
知

ら

れ

る
浅

野
和
生

平

成
国

際
大

学
教

授

に
、

解
説

を

お
願

い
申

し
上

げ

た
。

奮

っ
て
御

参

加

を

!

(
清

原

記
)

▽

当

日
会

費

(
昼
食

付
き

)

会

員

は

三
千

円
、
非
会

員
五

千
円
。

注

▽

ハ
ガ

キ

の

返

信

は

十

二
月

五

日

(
木

)

ま

で

に

、

御

投

函

賜

り

た

く

。

 

○

御

報

告

本

年

の
台

風
被

害

は
甚

大
な

も

の
が

あ

る
。
九

月

の
第

十

五
号
、

十
月

の
第

十

九
号

と
第

二
十

一
号

と
強

風

・

大

雨

の
大

台

風

が

日
本
列

島
を

襲

い
、

併

せ

て
、
百

数
十

名

の
人
命

と
家

屋
倒

壊

・
水

没

の
大

被
害

を

も

た
ら

し

た
。

亡

く
な

ら
れ

た

方
、

被
災

さ
れ

た
方

々

に
心
か

ら
お

見
舞

い
を

申

し
上
げ

る
。

思

え
ば

、

現
代

は

、

そ
う

し

た
自
然

災
害

ば

か
り

で
は
な
く

、
交

通
機

関

の
大

事
故

、

大

工
場
事

故

、

原
発

事

故

、

大
火

災

、
他

国

か
ら

の
ミ
サ

イ

ル
攻
撃

等

々
、

国
民

は
、

い

つ
ど

ん
な
事

故

に
合

う

か
、

分

か
ら

な

い
。

そ
う

し
た

折
、

日
本
大

学

が
、

日
本

で
初

め

て

「
危
機

管
理

学
部

」
を

創

設
し

、
危

機
管

理

対
策

を

本
格

的

に

研
究

さ
れ

て

い
る

の
を

知

っ
た

の

で
、

そ

の
中

心
的
御

存
在

・
福

田
充
危

機
管

理

学
部

教

授
を

お
招

き

し
、

十

一

月

十

五

日
正

午

か
ら

、
参

議
院

会

館
会

議
室

に

て
、
御

解

説
を

お
願

い
し
た

。

そ

の
御

講

話

は
広

範
多

岐

に
わ

た

っ
た
。

い
ま
、

そ

の
要
点

を
御

報
告

す

る
と

、
東

大

大
学

院
生

で
あ

っ
た

時
、

阪

神

淡
路

大

震
災

が
起

き

、

そ

の
シ

ョ
ッ
ク

で
そ
れ

ま

で

の
研

究
を

投
げ

出

し
、

危
機

管

理
学

に
取
り

組

ん
だ

。

次

に
そ

の
研
究

内

容

と
し

て
、

各
種

の
危

機
類

型
を

紹
介

さ
れ

た
後
、

自
然

災

害
を

中

心

に
お
話

し

が
あ

っ
た
。

一
般

に

「
リ

ス
ク
」

と

「
ク

ラ

イ

シ

ス
」

が
あ

る
が

、
学

問
的

に
は
、

「
リ

ス
ク
」

は
災
害

発

生
前

、

「
ク

ラ
イ

シ

ス
」

は
災
害

発

生
後

と

区

別
し

て
い
る
。

災

害
時

に
重
要

な

の
は
、
ま

ず
情

報

で
あ

る
。

今

回

で
も

明

ら
か

の
よ
う

に
、
大

災

害

の
場

合

は
電
気

や
ガ

ス

が

ス
ト

ッ
プ
す

る
。

そ

の
た
め

、
向

後

、
防

災
無

線

の
整
備

と

ス

マ
ホ

へ
の
災

害
速

報

の
充

実

が
必

要

で
あ

る
。

国
民

も
今

回

の
大

災
害

を

機

に

「
こ
こ
は
大

丈
夫

だ

ろ
う

」
と

い

っ
た
思

い
込

み
を

捨

て
迅
速

避
難

し

て
ほ
し

い
。

消

防

・
警

察

・
自

衛

隊
が

助
け

に
来

て
く
れ

る
公

助
を

待

つ
の

で
は

な
く

、
自

分

の
身

は
自

分

で
守

る
自

助

、

そ

し

て
、
家

族

・
隣

人

の
連

携

に
よ

る
共
助

を

、

日
頃

か
ら
心

掛

け

る

べ
き

だ
。

ま

た
、

ス

マ
ホ
が
使

え

な
く

て
も
、

災

害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル

一
七

一
が
あ

る

こ
と

を
認

識
し

て
ほ
し

い
等

々
、

大
層

貴

重
な

助
言

を

い
た
だ

い
た
。

(
清

原

記

)

▽

「
時

代

を
刷

新
す

る
会

」

と

は

「
何
事

も
人

類

・
国

民

の
た
め

に
な

る

こ
と

は
、
時

代
を

先

取
り

し

て
、
積

極
的

に
取
り

組

も
う

」

と

の
趣
旨

で
、

昭
和

五
十

六

年
、

岸
信

介

元
総

理

に
よ

っ
て
創
設

さ
れ

た

シ

ン
ク

タ

ン
ク

で
す

。
晩

年

の
岸

信

介

元
総

理

が

そ
う

で
あ

っ
た

よ
う

に
、
超

党

派

・
超

派
閥

で
、

真

に
国
を

憂

え

る
有

志

に
よ

っ
て
構

成

さ
れ

て
い
ま
す

。

八

つ

の
部
会

と

、

五
～

六

の
委
員

会

が
あ

り

、

こ
れ
ま

で
に
百

三
十
七

本

の
要

請
書

を
時

の
政

府

に
提

出

し

て
い
ま
す

。

第

二
代
会

長

は
、

木
村

睦

男
元

参
議

院
議

長

、
第

三
代

会
長

は
櫻

内
義

雄

元
衆

議
院

議
長

、

第

四
代

会
長

の
塩

川

正

十
郎

元

財
務

大
臣

は
、
九

十

歳
を

機

に
辞
任

。
第

五

代
会

長
代

行

と
し

て
、

江

口

一
雄

元

衆
議

院

議
員

。

そ

の
後

、
平

成

二
十

七
年

四
月
か

ら
、

第
六

代

会
長

代
行

と

し

て
、
岸
信

夫

衆
議

院

議
員

・
元
外

務
副

大
臣

、

前

衆
議

院

安
全

保
障

委

員
長

が

引
き

続
き

就
任

し

て
お

り
ま

す
。

▽

事
務

局

電
話
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専

務

理

事

・
清

原

淳

平

、

総

務

・
重

田

、

高

津


